
「
新
古
今
集
詞
連
歌
」

翻
刻
と
紹
介

室
町
時
代
後
期
、
あ
る
特
定
の
古
典
作
品
を
典
拠
と
す
る
調
を
賦

物
と
し
て
用
い
た
百
韻
連
歌
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
現
存
す
る
作
品
数

は
決
し
て
多
く
は
な
く
、
ま
た
、

E
風
連
歌
を
重
視
す
る
立
場
か
ら

す
る
と
、
異
例
・
異
体
と
呼
ば
れ
る
こ
れ
ら
の
連
歌
作
品
は
、
研
究

の
組
上
に
載
せ
ら
れ
る
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
無
い
。
安
達
敬
子
氏
が
『
源

氏
世
界
の
文
学
』
(
平
打
・
清
文
堂
出
版
)
所
収
の
「
室
町
連
歌
に

お
け
る
原
典
の
受
容
|
|
「
源
氏
詞
連
歌
」
二
種
|
|
」
に
お
い
て
、

『
源
氏
物
語
』
か
ち
取
っ
た
詞
を
賦
物
に
用
い
た
二
種
の
百
韻
連
歌

に
つ
い
て
注
釈
・
考
察
を
加
え
て
い
る
の
が
、
こ
の
種
の
百
韻
連
歌

に
関
す
る
研
究
と
し
て
管
見
に
入
る
も
の
で
あ
る
。

但
し
、
古
典
作
品
の
調
を
賦
物
と
す
る
連
歌
(
以
下
、
調
連
歌
と

通
称
)
に
は
、
『
源
氏
物
語
』
を
典
拠
と
す
る
も
の
以
外
に
も
様
々

な
種
類
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
調
連
歌
は
室
町
時
代
後
期
の
古
典
へ
の

関
心
と
連
歌
作
品
と
の
関
わ
り
、
ま
た
、
連
歌
に
お
け
る
本
歌
・
本

小

山

順

子

竹

島

一

希

説
取
り
と
の
関
連
を
考
え
る
上
で
、
興
味
深
い
資
料
で
あ
る
。
今
後
、

一
連
の
詞
連
歌
作
品
を
整
理
し
、
そ
の
歴
史
を
通
覧
し
た
い
と
考
え

て
お
り
、
今
回
は
そ
の
一
つ
と
し
て
、
大
永
三
(
一
五
二
二
一
)
年
=
一

月
十
八
日
に
張
行
さ
れ
た
「
新
古
今
集
調
連
歌
」
を
翻
刻
し
紹
介
す

る
。
今
号
で
は
、
本
文
の
翻
刻
と
、
百
韻
に
賦
物
と
し
て
用
い
ら
れ

た
『
新
古
今
集
』
の
典
拠
と
な
る
和
歌
の
指
摘
に
と
ど
ま
っ
た
が
、

次
号
に
具
体
的
な
検
討
と
考
察
を
掲
載
す
る
。
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〈
書
誌
〉

【
底
本
】

・
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
連
歌
合
集
』
(
わ
則
・
2
|
日
)
第
二
十

九
冊
所
収
。
国
立
国
会
図
書
館
蔵
マ
イ
ク
ロ
資
料

(
Y
D
l
m
)

に
よ
る
。
内
題
「
新
古
今
集
詞
連
歌
」
。
近
世
中
期
写
。



〈
翻
刻
〉

【
凡
例
】

・
漢
字
は
通
行
の
字
体
で
統
一
す
る
。

・
本
文
に
見
ら
れ
る
傍
線
は
、
新
古
今
集
詞
に
該
当
す
る
調
を
明
示

す
る
も
の
で
あ
る
。
初
め
と
終
わ
り
を
正
確
に
示
す
も
の
で
は
必
ず

し
も
な
い
と
恩
わ
れ
る
が
、
翻
刻
で
は
原
本
に
忠
実
に
付
す
こ
と
と

す
る
。

・
丁
移
り
は
カ
ギ
括
弧
で
示
し
た
。

【
本
文
】

(
初
オ
)

大
永
三
年
三
月
十
八
日

新
古
今
集
調
連
歌

2 

冷
泉
前
中
納
言

鷲
尾
中
納
言

も
な
し

み
来
し
月

声
も
な
ご
り
に
て

3 

舟
の
あ
と
ふ
き
を
く
る
浪
か
ぜ

旅
の
空
欄
ベ
川
剖
剖
さ
そ
へ
か
し

判
明
剖
同
州
引
叫
と
を
き
わ
が
か
た

暮
〉
よ
り
創
剖
引
制
岡
引
山
た
か
み

s
利
明
刻
剖
岡
引
に
秋
ぞ
成
ゆ
く

(
初
ワ
)

9
菊
も
は
や
剖
矧
刻
削
人
に
う
つ
ろ
ひ
て

叩
霜
を
く
月
の
判
矧
刻
州
叫
州
制

日
し
ば
し
と
て
う
ち
剥
利
岡
剖
削
埋
火
に

ロ
我
お
も
ふ
ど
ち
制
州

U
州
剖
引
制

日
ま
じ
は
る
に

U
引
判
明

U
N削
中
は
う
L

M

司
叶
引
相
引
引
制
う
ち
は
と
け
ず
や

日
つ
れ
な
き
は
此
世
な
が
ら
の
む
く
ひ
か
は

凶
矧
引
制
例
制
制
て
な
げ
く
夕
暮

口
利
剣
組
叫
州
ベ
す
ハ
¥
も
め
ぐ
る
ら
ん

叫
泊
料
引
制
剤
剖
引
を
い
づ
る
小
車

印
刷
州
問
叫
刻
刻
戸
¥
苔
の
跡
み
え
て

加
利
削
叫
制
剤
引
剖
橋
ぞ
ふ
り
た
る

幻
岩
ま
と
ぢ
し
氷
も
ふ
む
に
と
け
ぬ
ら
ん

幻
か
す
み
て
と
を
き
利
剣
利
州
刻

(
二
オ
)

幻
烏
か
へ
る
割
削
胤
の
吹
た
え
て

4 5 6 7 

民
部
卿

親
主
御
方

甘
露
寺
中
納
言

帥
大
納
言

右
大
弁
宰
相
」

範
久

重
親
朝
臣

親
王
御
方

右
大
弁
宰
相
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民
部
卿

甘
露
寺

帥
大
納
言

民
部
卿

親
主
御
方

冷
泉
前
中
納
言

鷲
尾
中
納
言
」

甘
露
寺
中
納
言



H
A

判
例
ベ
叫
州
制
の
の
こ
る
さ
び
し
さ

お
松
一
木

u
q判
凶
削
判
ぬ
や
E
り
か
せ

却
ま
さ
の
葉
か
づ
ら
ち
り
ま
が
ふ
こ
ろ

幻
そ
こ
と
な
く
判
制
釧
州
制
判
別
秋
更
て

溜
草
の
い
ほ
り
の
こ
ろ
も
う
つ
声

怨
ふ
る
里
の
個
利
引
制
判

U
旅
の
袖

知
月
に
と
立
め
て
み
ゆ
る
お
も
か
げ

引
料
引
制
刻
剖
引
剖
り
を
き
し
も
い
つ
な
ら
ん

抱
刈
倒
剖
削
ぬ
も
年
ぞ
へ
に
け
る

お
恋
よ
さ
て
剖
州
劉
割
引
に
も
の
お
も
ひ

M

な
に
そ
は
い
の
ち
割
創
剖
寸
ペ
剖

お
を
き
い
づ
る
削
剖
叫
明
岡
の
あ
か
ず
み
て

刊
却
さ
み
れ
は
る
〉
雲
の
涼
し
さ

(
二
世
)

幻
立
よ
れ
ば
制
倒
U
寸
引
に
時
鳥

兜
矧
叫
削
叫
叫
も
ゆ
き
や
ら
ぬ
道

"
か
く
れ
家
は
刈
コ
剖
剖
叫
剖
戸
を
閉
て

相
剥
引
叫
U
到
に
な
り
て
あ
れ
ぬ
る

制
雪
や
今
あ
ま
り
な
る
ま
で
?
も
る
ら
む

位
制
剖
剰
刻
引
剖
引
の
こ
れ
草
が
れ

唱
と
き
は
に
て
矧
州
制
引
間
引
陰
ふ
か
み

制
制
削
判
U
剖
引
制
烏
の
こ
ゑ
ハ
¥

重
親
朝
臣

帥
大
納
言

鷲
尾
中
納
言

甘
露
寺

冷
泉
前
中
納
言

民
部
卿

右
大
弁
宰
相

重
親
朝
臣

帥
大
納
言

合
泉
前
中
納
言
」

範
久
朝
臣

冷
泉
前
中
納
言

民
部
卿

親
王
御
方

民
部
卿

帥
大
納
言

相
小
鷹
が
り
削
刻
刻
割
削
叫
か
へ
る
さ
に

柑
剖
剖
釧
刷
州
制
る
袖
の
秋
か
ぜ

相
雲
霧
の
波
に
は
な
る
〉
末
晴
て

相
か
ぎ
り
ゃ
い
か
に
料
剖
寸
湖
剣
劇

相
ふ
か
き
を
も
剖
叫
べ
同
刈
の
心
か
も

到
叫
州
制
刻
刻
叫
す
む
や
た
れ
な
る

(
三
オ
)

日
行
め
ぐ
る
刻
刻
剖
釧
叫
閣
は
は
る
か
な
り

幻
ま
た
刷
剖
剖
叫
劃
き
ほ
ふ
そ
ら

日
さ
む
き
日
は
刻
U
刈
剖
引
相
に
立
よ
り
て

日
川
州
叫
倒
せ
同
州
袖
の
ひ
が
た
き

お
偽
に
刈
剖
州
制
刻
刻
刻
ひ
過
ぬ

話
ぬ
る
と
も
な
し
に
川
副
劃
叫
刻
馴

幻
草
ま
く
ら
司
叶
割
削
刑
制
ゃ
っ
す
ら
ん

銘
叫
州
制
剖
刷
い
と
f
は
げ
し
き

mn

剤
捌
倒
州
寸
ら
も
ち
れ
ば
露
か
け
て

曲
こ
与
ら
玉
ゐ
し
波
の
み
だ
れ
藻

創
遡
叫
べ
叫
削
た
る
飛
か
ふ
タ
川
に

位
制
判
州
削
剖
凶
叫
ん
名
も
宇
治
の
さ
と

的
い
ひ
た
加
え
て
剖
叫
剖
削
川
州
に
身
の
向
後

出

U
倒
叫
同
寸
ぺ
き
お
も
ひ
と
は
な
し

(
三
ワ
)

鷲
尾
中
納
言

冷
泉
前
中
納
言

甘
露
寺
中
納
言

親
主
御
方

民
部
卿
」

冷
泉
前
中
納
言

範
久
朝
臣

親
王
御
方

民
部
卿

帥
大
納
言
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右
大
弁
宰
相

民
部
卿

重
親

甘
露
寺
中
納
言

右
大
弁
宰
相

親
主
御
方
」



白
い
に
し
へ
も
恋
せ
ざ
り
け
む
な
ら
ひ
か
は

面
倒
剖
ベ
廿
割
剖
の
け
ぶ
り
を
も
み
よ

釘
制
岨
矧
剖
叫
ま
は
月
の
秋
ぞ
か
し

曲
と
ま
や
は
露
の
制
引
制
州
叫
叫
叶

的
す
さ
ま
じ
く
判
制
剖
剣
劇
叫
雨
き
〉
て

河
州
制
削
剥
刻
に
風
も
や
ど
る
か

引
音
し
て
も
刈
同
司
剖
ベ
利
お
ぼ
つ
か
な

η

ほ
ど
も
へ
に
け
り
割
引
制
U
判
り

η
引
引
刻
刻
訓
割
削
叫
と
い
へ
ば
絶
は
て
〉

判
剖
制
制
剤
叫
く
に
文
し
た
は
ぱ
や

行
ふ
む
も
お
し
八
重
散
し
け
る
花
の
か
げ

苅
か
す
み
刻
剖
利
引
制
叫
く
は
る
か
ぜ

明
日
永
日
に
醐
刻
判
叫
制
剤
此
あ
そ
び

冗
く
る
れ
ば
人
の
州
ベ
引
制
引
制
る

(
名
オ
)

神
あ
さ
ぢ
ふ
に
割
捌
刻
引
け
叶
む
し
の
声

加
か
く
も
さ
び
し
き
利
削
川
州
制
剖

剖
し
ら
ず
た
立
制
叫
到
割
引
露
涙

盟
副
判
寸
叶
剖
剖
剖
こ
の
雨
の
中

的
う
ら
み
ぼ
や
引
剖
剖
削
刈
削
剥
り
な
る
に

制
空
も
た
よ
り
の
た
そ
か
れ
の
ほ
E

お
法
の
道
刈
創
州
制
判
に
こ
と
問
て

帥
大
納
言

冷
泉
前
中
納
言

重
親

親
王
御
方

範
久
朝
臣

民
部
卿

冷
泉
前
中
納
言

親
王
御
方

民
部
卿

甘
露
寺
中
納
言

帥
大
納
言
」

右
大
弁
宰
相

冷
泉
前
中
納
言

甘
露
寺
中
納
言

民
部
卿

範
久

鷲
尾
中
納
言

悩
す
む
か
げ
ふ
か
き
叫
倒
州
州
削
し

幻
柴
の
庵
U
凶
U
剖
廿
斗
そ
む
す
び
け
れ

舘
み
る
も
削
州
制
倒
割
削
叫
た
立
ぢ
や

回
風
か
よ
ふ
制
剖
引
制
川
倒
う
ち
そ
よ
ぎ

卯
ひ
ろ
ふ
あ
ら
れ
は
割
凶
削
剖
割
引
利

引
う
す
雪
や
刻
劃
料
州
司
晴
ぬ
ら
ん

M
H

州
引
刈
こ
ゆ
る
や
ま
の
下
道

(
名
ワ
)

mm

谷
せ
ば
み
刻
料
。
削
劇
の
か
く
ろ
ひ
て

例
制
引
刻
叫
お
つ
る
か
り
も
き
に
け
り

町
く
も
る
よ
も
光
に
あ
ま
る
月
の
か
げ

弼
劇
剖
剖
料
引
と
は
な
ぞ
な
り
行

肝
春
に
い
ま
創
剖
剖
刈
叫
あ
ら
じ
か
し

兜
刷
剛
の
州
削
寸
制
剤
の
あ
は
れ
さ

開
暮
〉
日
の
刻
岡
引
叫
刻
例
制
山
か
げ
に

川
相
倒
創
同
割
剖
ち
ぎ
る
く
れ
竹

御
製
十
九
句

親
主
御
方

民
部
卿

帥
大
納
言

冷
泉
前
中
納
言

十 十 十 十
二四一

甘
露
寺
中
納
言

右
大
弁
宰
相

重
親
朝
臣

範
久

親右冷民甘
主大泉宇都露
御弁中ヱ卿寺
方宰納 中
相言納

言

帥
大
納
言
」

鷲
尾
中
納
言

民
部
卿

右
大
弁
宰
相
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親
王
御
方

冷
泉
前
中
納
言

甘
露
寺

帥
大
納
言

五 五 八 十



鷲
尾
中
納
言

占

ノ、

〈
校
異
〉

却
あ
や
う
き
|
あ
ゃ
な
き
(
異
)
お
ま
さ
ー
ま
き
(
陽
)

よ
き
|
裁
き
(
陽
)
明
日
の
日
も
(
陽
)

【
対
校
本
】

・
闇
:
陽
明
文
庫
蔵
『
古
連
歌
異
排
』
(
近
/
三
四
二
一
/
九
九
)
所

収
本
。
大
和
綴
一
帖
。
縦
一
五
・

o
m、
横
一
二
・
四
回
。
本
文
料

紙
は
楕
紙
。
表
紙
は
本
文
と
共
紙
、
左
肩
に
外
題
「
古
連
歌
異
排
」
。

十
九
種
の
異
体
連
歌
百
韻
を
収
め
る
。
近
世
中
期
写
。
な
お
、
虫
損

・
破
損
が
甚
だ
し
く
、
判
読
で
き
な
い
箇
所
も
多
い
。

・
異
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
蔵
『
異
例
連
歌
』

(
国
文
/
印
/
4
)
所
収
本
。
袋
綴
一
冊
。
縦
二
二
了
六
回
、
横
一

六
・
五
回
。
白
地
に
茶
で
縦
引
き
の
紙
表
紙
の
左
肩
に
題
集
、
外
題

「
異
例
連
商
」
。
本
文
料
紙
は
楕
紙
。
近
世
後
期
写
。
但
し
、
初
折

の
み
の
抜
書
。

89 
そ

〈
連
衆
〉

御
製
後
柏
原
天
皇
。
当
時
六
十
歳
。

親
王
御
方
知
仁
親
主
(
後
の
後
奈
良
天
皇
)
。
当
時
二
十
八
歳
。

民
部
卿
|
甘
露
寺
元
長
。
当
時
、
正
二
位
権
大
納
言
、
民
部
卿
、
六

十
八
歳
。

帥
大
納
言
|
三
条
西
公
条
。
当
時
、
従
一
一
位
権
大
納
言
、
太
宰
権
帥
、

三
十
七
歳
。

冷
泉
前
中
納
言
|
冷
泉
永
宜
、
当
時
六
十
歳
。
も
し
く
は
、
下
冷
泉

為
隆
、
当
時
四
十
九
歳
。

鷲
尾
中
納
言
鷲
尾
隆
康
。
当
時
、
従
二
位
権
中
納
言
、
三
十
九
歳
。

甘
露
寺
中
納
言
甘
露
寺
伊
長
。
当
時
、

E
三
位
権
中
納
言
、
四
十

歳。

右
大
弁
宰
相
万
里
小
路
秀
一
一
房
。
当
時
、
従
三
位
参
議
、
右
大
弁
、

三
十
二
歳
。

重
親
朝
臣
庭
田
重
親
。
当
時
、
二
十
九
歳
。

範
久
|
高
倉
範
久
。
当
時
、
二
一
十
一
歳
。
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〈
新
古
今
集
聞
の
典
拠
〉

【
凡
例
】

・
掲
出
し
た
本
文
は
、
陽
明
文
庫
本
・
異
例
連
歌
を
参
照
し
て
校
訂

し
た
も
の
で
あ
る
。

・
典
拠
と
し
て
掲
出
し
た
『
新
古
今
集
』
本
文
・
和
歌
番
号
は
、
新

日
本
古
典
文
学
大
系
日
『
新
古
今
和
歌
集
』
(
平
4
・
岩
波
書
庖
)

に
よ
る
。
(
部
立
・
歌
番
号
・
作
者
)
の
順
で
示
し
た
。
ま
た
、
歌



本
文
は
、
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
て
、
適
宜
漢
字
に
改
め
、
踊
り
字

は
聞
い
た
。

・
句
と
そ
の
本
歌
と
を
比
較
し
て
、
底
本
で
引
か
れ
て
い
る
傍
線
が

本
歌
か
ら
摂
取
さ
れ
た
部
分
の
指
摘
と
し
て
不
十
分
で
あ
る
と
判
断

さ
れ
た
場
合
、
傍
線
を
伸
ば
し
た
。
ま
た
、
本
歌
と
重
な
る
素
材
を

破
線
で
示
し
た
。

・
作
者
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
句
は
、
全
て
御
製
と
判
断
し
、
改
め

て
明
示
し
た
。

1

花
に
あ
け
て
樹
叫
料
料
引
叶
雪
も
な
し
鷲
尾
中
納
言

春
の
夜
の
夢
の
浮
橋
と
だ
え
し
て
剛
叫
剣
刻
刻
横
雲
の
空

(
春
上
・
=
一
八
・
藤
原
定
家
)

あ
ひ
見
て
も
剛
凶
剣
刻
刻
白
雪
の
か
か
る
こ
の
世
の
厭
は
し
き
か

な

(

釈

教

・

一

九

五

八

・

源

季

広

)

2

割
削
判
別
剖
剖
か
す
み
来
し
月
御
製

今
朝
は
し
も
嘆
き
も
す
ら
む
い
た
づ
ら
に
樹
倒
剖
↓
樹
夢
を
だ
に

見

で

(

恋

三

・

一

一

七

八

・

和

泉

式

部

)

3

由
の
る
雁
い
ま
は
の
声
も
な
ご
り
に
て
冷
泉
前
中
納
言

矧
到
刷
引
同
州
心
あ
り
あ
け
に
月
と
花
と
の
名
こ
そ
惜
し
け
れ

(
春
上
・
六
二
・
藤
原
良
経
)

4

舟
の
あ
と
剥
き
を
く
る
浪
州
司
民
部
卿

明
け
ぬ
と
て
野
辺
よ
り
山
に
入
る
鹿
の
刺
剖
射
剖
謝
剖
萩
の
下
風

(
秋
上
・
二
一
五
一
・
源
通
光
)

5 

旅
の
空
欄
ベ
川
剖
剖
さ
そ
へ
か
し
親
王
御
方

あ
し
び
き
の
こ
な
た
か
な
た
に
道
は
あ
れ
ど
制
ベ
川
剖
剖
言
ふ
人

ぞ

な

き

(

雑

下

・

一

六

九

0
・
菅
原
道
真
)

6

料
引
刻
同
州
引
叫
と
を
き
わ
が
か
た
甘
露
寺
中
納
言

手
も
た
ゆ
く
な
ら
す
扇
の
置
き
所
割
引
伺
州
引
叫
秋
風
ぞ
吹
く

(
秋
上
・
三
O
九
・
相
模
)

身
に
添
へ
る
そ
の
面
影
も
消
え
な
な
む
夢
な
り
け
り
と
割
引
同
州

り

に

(

恋

一

了

一

一

一

一

六

・

藤

原

良

経

)
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7

嚢
与
よ
り
銅
剖
引
制
同
制
山
た
か
み
帥
大
納
言

村
雨
の
露
も
ま
だ
干
ぬ
真
木
の
葉
に
鋼
劃
引
』
引
秋
の
夕
暮

(
秋
下
・
四
九
一
・
寂
蓮
)

s
刻
明
刻
剖
閣
制
同
秋
ぞ
成
ゆ
く
右
大
弁
宰
相

立
田
山
捌
剖
岡
引
同
羽
芯
ま
ま
に
深
く
も
鹿
の
そ
よ
ぐ
な
る
か
な



(
秋
下
・
四
五
一
・
俊
恵
)

9

菊
も
は
や
剖
剖
刻
削
刈
叫
う
つ
ろ
ひ
て
範
久

春
雨
は
い
た
く
な
降
り
そ
桜
花
剖
剖
則
削
刈
叫
散
ら
ま
く
も
惜
し

(
春
下
・
一
一

0
・
山
辺
赤
人
)

m
霜白
E
C月
の
よ
ぞ
剥
け
に
け
る
重
親
朝
臣

鵠
の
渡
せ
る
橋
に
置
む
霜
の
白
き
を
見
れ
ば
樹
矧
刻
削
同
州
制

(4
・
六
二

0
・
大
伴
家
持
)

日
し
ば
し
と
て
引
制
刻
判
岡
剖
刷
埋
火
に
御
製

か
き
や
り
し
そ
の
黒
髪
の
筋
ご
と
に
州
制
側
引
矧
剖
削
面
影
ぞ
立

つ

(

恋

王

・

一

一

一

一

九

0
・
藤
原
定
家
)

ロ
我
お
も
ふ
E
ち
制
州
U-nた
ら
制
親
主
御
方

山
里
に
う
き
世
厭
は
む
友
も
が
な
悔
し
く
過
ぎ
し
剖
割
引
制

(
雑
中
・
一
六
五
九
・
西
行
)

日
ま
じ
は
る
に

U
N判
明

U
引
制
中
は
う
し
右
大
弁
宰
相

疎
く
な
る
人
を
何
と
て
恨
む
ら
む
矧
引
判
明
矧
引
制
折
も
あ
り
し

に

(

恋

四

・

一

二

九

七

・

西

行

)

M

こ
、
ふ
ろ
く
も
う
ち
は
と
け
ず
や
御
製

蓮
の
屋
の
し
づ
は
た
帯
の
片
結
び
川
相
引
引
制
州
制
劃
mC5-か
な

(
恋
一
一
了
一
一
六
四
・
源
俊
頼
)

日
つ
れ
な
き
は
此
世
な
が
ら
の
む
く
ひ
か
は
民
部
卿

嘆
か
じ
な
思
へ
ば
人
に
つ
ら
か
り
し
司
倒
剖
な
が
引
制
剤
ひ
な
り

け

り

(

恋

五

・

一

四

O
一
・
皇
嘉
門
院
尾
張
)

M

矧
引
引
制
州
制
廿
な
げ
く
夕
暮
甘
露
寺

秋
の
夜
の
有
明
の
月
の
入
る
ま
で
に
桐
引
引
制
州
制
対
帰
り
に
し

か

な

(

恋

二

了

一

一

六

九

・

敦

道

親

王

)
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円
』
刈
刷
出
叫
州
ベ
』
引
戸
¥
も
め
ぐ
る
ら
ん
御
製

我
が
頼
む
七
の
社
の
木
綿
だ
す
き
か
け
て
も
対
側
組
叫
州
ベ
利
・
ょ

(
神
祇
・
一
九
O
二
・
慈
円
)

M
M

州
引
制
射
訓
引
剖
引
い
づ
る
小
車
帥
大
納
言

世
中
を
厭
ふ
ま
で
こ
そ
難
か
ら
め
倒
釧
制
引
剖
惜
し
む
君
か
な

(
属
旅
・
九
七
八
・
西
行
)

円
松
の
戸
に
た
え
戸
¥
苔
の
跡
み
え
て
民
部
卿

山
深
み
春
と
も
知
ら
ぬ
制
刷
所
凶
紺
刻
細
川
副
か
か
る
雪
の
玉
水



(
春
上
・
二
了
式
子
内
親
王
)

却
判
凶
叫
制
剤
引
剖
橋
ぞ
ふ
り
た
る

不
明

親
主
御
方

幻
山
田
ま
と
ぢ

U
刑
制
ふ
む
に
包
附
ぬ
ら
ん
冷
泉
前
中
納
言

剥
聞
闘
割
U
剃
削
今
朝
は
解
附
初
め
て
苔
の
下
水
道
も
と
む
ら
む

(
春
上
・
七
・
西
行
)

n
か
す
み
て
と
を
き
利
剣
刺
州
制
鷲
尾
中
納
言

年
経
た
る
宇
治
の
橋
守
言
聞
は
む
幾
代
に
な
り
ぬ
水
の
水
上

(
賀
・
七
四
一
一
了
藤
原
清
輔
)

お
鳥
か
へ
る
劃
叫
刷
阿
川
吹
た
え
て
甘
露
寺
中
納
言

移
り
行
く
劃
叫
刷
倒
声
す
な
り
散
る
か
ま
さ
木
の
葛
城
の
山

(4
・
五
六
一
・
飛
鳥
井
雅
経
)

州
出
判
例
ベ
州
制
判
例
の
こ
る
さ
び
し
さ
御
製

年
も
経
ぬ
祈
る
契
り
は
初
瀬
山
周
』
釧
倒
釧
よ
そ
の
夕
暮

(
恋
二
・
三
四
二
・
藤
原
定
家
)

25 

松
一
木
u
d判
同
制
判
制
や
ど
り
か
せ

重
親
朝
臣

心
と
や
紅
葉
は
す
ら
む
立
田
山
松
は
附
刺
叫
淵
州
制
も
の
か
は

(
秋
下
・
五
二
七
・
藤
原
俊
成
)

話
ま
さ
の
剰
刺
づ
ら
ち
り
ま
が
ふ
こ
ろ
帥
大
納
言

松
に
遭
ふ
剖
剖
釧
剰
刺
寸
引
制
引
に
け
り
外
山
の
秋
は
風
す
さ
ぶ

ら

む

(

秋

下

・

五

三

八

・

西

行

)

(
注
)
底
本
・
陽
と
も
に
こ
の
句
に
は
、
新
古
今
集
調
を
指
摘

す
る
傍
線
が
欠
落
し
て
い
る
が
、
「
ま
さ
の
葉
か
づ
ら

ち
り
」
の
部
分
を
新
古
今
集
調
と
判
断
し
た
。

幻
そ
こ
と
な
く
よ
も
の
由
た
よ
り
秋
更
て
御
製

浦
に
た
く
藻
塩
の
煙
廊
か
め
や
困
対
側
刻
よ
り
風
は
吹
く
と
も

(
恋
五
・
一
三
六
一
・
読
人
不
知
)
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溜
草
の
い
ほ
り
の
こ
ろ
も
う
つ
声
鷲
尾
中
納
言

昔
恩
ふ
開
制
崩
叫
夜
の
雨
に
涙
な
添
へ
そ
山
時
鳥

(
夏
・
二

O
一
・
藤
原
俊
成
)

加
ふ
る
旦
の
個
利
引
制
判

U
旅

の

袖

甘

露

寺

霜
氷
る
袖
に
も
影
は
残
り
け
り
嗣
利
引
制
判

U
有
明
の
月

(
冬
・
五
九
四
・
源
通
具
)



知
月
に
と
立
め
て
み
ゆ
る
料
お
が
附
御
製

配
彫
の
忘
ら
る
ま
じ
き
別
れ
か
な
名
残
を
人
の
月
に
固
め
て

(
恋
=
了
一
一
八
五
・
西
行
)

引
わ
す
る
な
と
ち
ぎ
り
を
き
し
も
い
つ
な
ら
ん
冷
泉
前
中
納
言

割
判
叫
剖
剰
引
て
出
で
し
面
影
は
見
ゆ
ら
む
も
の
を
故
郷
の
月

(
属
旅
・
九
四
一
・
藤
原
良
経
)

刊
以
刈
倒
剖
削
削
川
町
年
ぞ
へ
に
け
る
民
部
卿

な
ら
は
ね
ば
刈
州
制
削
州
制
つ
ら
か
ら
で
悔
し
き
に
こ
そ
袖
は
濡

れ

け

れ

(

恋

王

・

一

四

0
0
・
平
教
盛
母
)

お
恋
よ
さ
て
剖
利
樹
割
引
に
も
の
お
も
ひ
右
大
弁
宰
相

春
ご
と
に
心
を
し
む
る
花
の
枝
に
謝
料
制
岡
割
引
の
袖
か
触
れ
つ

る

(

春

上

・

四

九

・

大

弐

=

一

位

)

到
な
に
そ
は
川
似
ぢ
割
剖
剖
寸
ぺ
剖
重
親
朝
臣

こ
れ
も
又
な
が
き
別
れ
に
な
り
や
せ
む
割
剖
制
4
4剖
伽
な
ら
ね

ば

(

恋

三

・

一

一

九

二

・

藤

原

知

家

)

貨
を
き
い
づ
る
削
剖
釧
捌
閣
制
あ
か
ず
み
て
帥
大
納
言

幾
千
代
と
限
ら
ぬ
君
が
御
代
な
れ
E
猶
惜
し
ま
る
る
引
制
倒
閣

(
雑
上
・
一
四
八
八
・
藤
原
家
通
)

刊
珂
剖
刻
剖
利
岡
引
け
円
雲
の
涼
し
さ
冷
泉
前
中
納
言

棟
咲
く
外
面
の
木
陰
露
落
ち
て
珂
月
岡
醐
刻
刻
風
渡
る
な
り

(
夏
・
二
三
四
・
藤
原
忠
良
)

刊
出
血
よ
れ
ば
制
釧

U
寸

引

叫

時

鳥

御

製

時
鳥
声
待
つ
ほ
ど
は
片
岡
の
剥
州
制
叫
立
ぢ
や
濡
れ
ま
し

(
夏
・
一
九
一
・
紫
式
部
)

刊
珂
矧
叫
削
叫
叫
川
町
ゆ
き
や
ら
ぬ
道
範
久
朝
臣

な
が
め
俺
ぴ
ぬ
秋
よ
り
ほ
か
の
宿
も
が
な
矧
叫
削
叫
叫
川
町
月
や
す

む

ら

む

(

秋

上

・

二

一

八

0
・
式
子
内
親
王
)

お
ぼ
つ
か
な
矧
叫
剖
叫
同
制
し
ら
露
の
何
ご
と
を
か
は
恩
ひ
置
く

ら

む

(

秋

下

・

四

六

五

・

村

上

天

皇

)
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"
か
く
れ
家
は
刈
司
剖
剖
叫
川
町
戸
を
閉
て
冷
泉
前
中
納
言

山
里
は
刈
剰
剖
剖
叫
川
口
恩
は
ね
ど
訪
は
る
る
こ
と
ぞ
疎
く
な
り
行

(
雑
中
・
一
六
六

0
・
西
行
)

く
相
剥
り
に

U
Eに
な
り
て
あ
れ
ぬ
る
民
部
卿

み
吉
野
は
山
も
霞
み
て
白
雪
の
剥
引
阿
U
到
叫
春
は
来
に
け
り



(
春
上
・
一
・
藤
原
良
経
)

山
雪
や
今
あ
ま
り
な
る
ま
で
つ
も
る
ら
む
親
王
御
方

五
月
雨
は
真
屋
の
軒
端
の
雨
そ
そ
き
刺
剖
り
な
副
司
司
滞
る
る
袖

か

な

(

雑

上

・

一

四

九

二

・

藤

原

俊

成

)

位
制
剖
剰
刻
引
剖
削
の
こ
れ
草
が
れ
御
製

浮
草
の
↓
剰
刺
引
剖
削
磯
隠
れ
恩
ひ
な
か
け
そ
神
つ
白
波

(
釈
教
・
一
九
六
二
・
寂
然
)

唱
と
き
は
に
て
矧
倒
割
削
問
削
陰
ぶ
例
制
民
部
卿

山
冊
開
制
樹
州
制
引
剖
引
見
え
ぬ
ま
で
尾
上
の
風
に
花
の
散
る
か
な

(
春
下
・
=
=
了
源
経
信
)

聞
か
ず
と
も
こ
こ
を
せ
に
せ
む
時
鳥
山
田
の
原
の
矧
州
制
引
刻
刻

(
夏
・
二
一
七
・
西
行
)

誰

ij 
山ゑ

( 雨
雑睦

中 τ帥

ーす大
+さ納

匝P言

一暮

西z

相
小
鷹
が
り
剛
刻
刻
割
刷
叫
か
へ
る
さ
に
鷲
尾
中
納
言

お
の
づ
か
ら
涼
し
く
も
あ
る
か
夏
衣
剛
削
州
割
倒
雨
の
名
残
に

(
夏
・
二
六
四
・
藤
原
滑
輔
)

い
づ
く
に
か
今
宵
は
宿
を
か
り
衣
削
削
列
割
倒
峰
の
嵐
に

(
轟
旅
・
九
五
二
・
藤
原
定
家
)

柑
こ
と
の
ほ
由
な
る
袖
の
秋
か
ぜ
冷
泉
前
中
納
言

山
里
は
世
の
憂
き
よ
り
は
住
み
侍
ぴ
ぬ

U
M側
同
州
制
到
峰
の
嵐

に

(

雑

中

・

一

六

二

=

了

宜

秋

門

院

丹

後

)

明
雲
霧
の
蹴
叫
凶
な
る
〉
宋
晴
て
甘
露
寺
中
納
言

霞
立
つ
宋
の
松
山
ほ
の
ぼ
の
と
綱
同
醐
刻
刻
横
雲
の
空

(
春
上
・
二
一
七
・
藤
原
家
隆
)
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相
か
ぎ
り
ゃ
い
か
に
料
剖
引
綱
倒
劇
御
製

流
木
と
立
つ
白
波
と
焼
く
塩
と
い
づ
れ
か
辛
き
料
剖
引
制
倒
劇

(
雑
下
・
一
七

O
一
・
菅
原
道
真
)

相
ふ
か
き
を
も
剖
叫
べ
同
刈
倒
心
か
も
親
王
御
方

た
だ
頼
め
剖
叫
べ
同
刈
釧
偽
り
を
重
ね
て
こ
そ
は
文
も
恨
み
め

(
恋
二
了
三
三
二

-7
慈
円
)

見
山
の
あ
な
た
に
す
む
や
た
れ
な
る
民
部
卿

あ
し
び
き
の
叫
州
制
割
削
叫
倒
剖
人
は
待
た
で
や
秋
の
月
を
見
る



ら
む

(
秋
上
・
二
一
八
二
・
一
一
一
条
院
)

引
行
め
ぐ
る
ふ
も
と
の
道
は
は
る
か
な
り
冷
泉
前
中
納
言

待
つ
人
の
劃
創
出
削
絶
え
ぬ
ら
む
軒
端
の
杉
に
雪
重
る
な
り

(4
・
六
七
二
・
藤
原
定
家
)

mA

ま
た
刷
剖
剖
叫
劃
き
ほ
ふ
そ
ら
範
久
朝
臣

刷
剖
剖
叫
副
司
は
降
り
つ
つ
し
か
す
が
に
霞
た
な
び
き
春
は
来
に
け

り

(

春

上

・

八

・

読

人

不

知

)

釘
さ
む
き
日
は
剣
U
刈
剖
引
相
叫
立
よ
り
て
親
王
御
方

難
波
人
劃
刈
剖
引
圃
凶
宿
借
り
て
す
ず
ろ
に
袖
の
し
ほ
た
る
る
か

な

(

属

旅

・

九

七

一

一

了

藤

原

俊

成

)

日
川
州
叫
削
剖
同
州
袖
の
以
が
た
き
御
製

荷
社
し
の
に
を
り
は
へ
干
す
衣
川
州
叫
判
剖
同
州
七
日
明
ざ
ら
む

(
神
祇
・
一
九
一
五
・
紀
貫
之
)

百
偽
に
人
だ
の
め
な
る
よ
ひ
過
ぬ
民
部
卿

有
明
の
月
待
つ
宿
の
袖
の
上
に
刈
剰
削
刻
創
出
聞
の
稲
妻

(
秋
上
・
三
七
六
・
藤
原
家
隆
)

話
ぬ
る
と
も
な
し
に
川
副
劃
叫
刻
馴
帥
大
納
言

世
中
は
憂
き
ふ
し
し
げ
し
篠
原
や
旅
に
し
あ
れ
ば
鮒
朝
叫
則
刷

(
轟
旅
・
九
七
六
・
藤
原
俊
成
)

幻
草
ま
く
ら
こ
〉
ろ
も
月
を
や
っ
す
ら
ん
御
製

隈
も
な
き
折
し
も
人
を
恩
ひ
出
で
て
川
副
則
割
引
叫
し
つ
る
か
な

(
恋
四
・
一
二
六
八
・
西
行
)

見
山
の
あ
き
風
い
と
f
は
げ
し
き
右
大
弁
宰
相

み
吉
野
の
叫
州
側
刷
小
夜
ふ
け
て
故
郷
寒
く
衣
打
つ
な
り

(
秋
下
・
四
八
二
了
飛
鳥
井
雅
経
)

飛
鳥
川
紅
葉
葉
流
る
葛
城
の
叫
州
制
刷
吹
き
ぞ
し
く
ら
し

(
秋
下
・
五
四
一
・
柿
本
人
麻
目
)
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mn

剤
捌
倒
州
寸
H
町
も
ち
れ
ば
露
か
け
て
民
部
卿

白
雲
の
絶
え
間
に
扉
く
聞
捌
削
剥
城
山
に
春
風
ぞ
吹
く

(
春
上
・
七
四
・
飛
鳥
井
雅
経
)

曲
こ
与
ら
玉
ゐ
し
波
の
み
だ
れ
藻
重
親

草
の
上
に
斗

U
引
到
制

U
白
露
を
下
葉
の
霜
と
結
ぶ
鼻
、
か
な

(
冬
・
六
一
九
・
曽
祢
好
忠
)



副
山
道
の
ベ
の
ほ
た
る
飛
か
ふ
タ
川
に
御
製

瑚
側
副
釧
倒
ば
か
り
を
し
る
べ
に
て
一
人
ぞ
出
づ
る
針
閣
の
空

(
釈
教
・
一
九
五
一
・
寂
然
)

位
制
判
州
削
剖
削
川
川
名
も
宇
治
の
さ
と
甘
露
寺
中
納
言

明
日
よ
り
は
志
賀
町
花
固
ま
れ
に
だ
に
剰
刺
削
制
同
制
春
の
故
郷

(
春
下
・
一
七
四
・
藤
原
良
経
)

白
い
ひ
た
え
て
さ
て
さ
は
い
由
に
身
の
向
後
右
大
弁
宰
相

お
ろ
か
な
る
心
の
引
く
に
ま
か
せ
て
も
剖
司
副
同
川
州
叫
つ
ひ
の

思

ひ

は

(

雑

下

・

一

七

四

九

・

西

行

)

u
凹
叫
釧
叫
削
寸
ぺ
剖
料
u
b
び
と
は
な
し
親
王
御
方

思
ベ

E
も
言
は
で
月
日
は
す
ぎ
の
門
さ
す
が
に
い
か
が
剖
叫
剥
叫

べ

き

(

恋

二

・

一

一

O
九
・
藤
原
忠
定
)

“
い
に
し
へ
も
剥
剖
割
引
州
制
な
ら
ひ
か
は
御
製

恩
ひ
佑
び
見
し
面
影
は
さ
て
お
き
て
剥
剖
割
引
川
副
折
ぞ
恋
し
き

(
恋
王
・
一
一
一
一
九
四
・
藤
原
俊
成
)

面
倒
剖
ベ
廿
副
剖
刷
叫
附
ぷ
引
を
も
み
よ
帥
大
納
言

し
る
し
な
き
煙
を
雲
に
ま
が
へ
つ
つ
樹
剖
副
司
割
剖
剣
山
と
燃
え

な
む

(
恋
一
・
一

O
O八
・
紀
貫
之

U

倒
制
剤
剖
叫
剖
は
月
の
秋
ぞ
か
し
冷
泉
前
中
納
言

立
ち
帰
り
又
も
来
て
見
む
倒
割
引
樹
割
の
苫
屋
波
に
荒
ら
す
な

(
轟
旅
・
九
三
三
・
藤
原
俊
成
)

甜
却
お
や
は
露
の
削
引
制
州

U
つ

〉

重

親

稲
葉
吹
く
風
に
ま
か
せ
て
住
む
庵
は
月
ぞ
ま
こ
と
に
制
引
捌
州

u

け

る

(

秋

上

・

四

二

八

・

俊

成

女

)

秋
の
困
に
庵
さ
す
賎
の
茸
を
粗
み
月
と
と
も
に
や
制
引
明
州
判
ら

む

(

秋

上

・

四

二

二

・

藤

原

顕

輔

)
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曲
す
さ
ま
じ
く
判
制
剖
倒
闘
に
雨
き
与
て
親
王
御
方

忘
れ
ず
は
な
れ
し
袖
も
や
氷
る
ら
む
銅
剣
剖
倒
闘
の
霜
の
さ
む
し

ろ

(

恋

四

・

一

二

九

一

・

藤

原

定

家

)

初
州
制
削
剥
捌
に
風
も
や
ど
る
か
範
久
朝
臣

秋
来
ぬ
と
松
吹
く
風
も
知
ら
せ
け
り
剖
明
刻
の
上
葉
な
ら
ね
ど

(
秋
上
・
三
O
六
・
七
条
院
権
大
夫
)

引
音
し
で
も
刈
同
司
剖
ベ
剥
お
ぼ
つ
か
な
御
製

聞
の
辺
の
里
の
主
を
訪
ぬ
れ
ば
刈
凶
創
ベ
剥
山
嵐
の
風



(
雑
中
・
一
六
七
五
・
慈
円
)

η

ほ
E
も
へ
に
け
り
副
引
制
U
判

別

民

部

卿

我
が
身
こ
そ
あ
ら
ぬ
か
と
の
み
た
E
ら
る
れ
訪
ふ
べ
き
人
に
割
引

判

U
判

別

(

恋

五

・

一

四

O
五
・
小
野
小
町
)

η

う
ら
州
制
び
ま
た
U
と
い
へ
ば
絶
は
て
〉
冷
泉
前
中
納
言

倒
刻
倒
叫
矧
剖
叫
今
は
の
身
な
れ
E
も
恩
ひ
な
れ
に
し
夕
暮
の
空

(
恋
四
・
一
一
一
一
O
二
・
寂
蓮
)

刊
円
剖
削
制
剤
叫
引
叫
文
し
た
は
ぱ
や
親
主
御
方

秋
と
だ
に
忘
れ
む
と
思
ふ
月
影
を
剖
制
制
剤
叫
引
叫
打
つ
衣
か
な

(
秋
下
・
四
八
0
・
藤
原
定
家
)

刊
日
ふ
む
も
お
し
川
昌
劃
U
け
る
花
の
か
げ
民
部
卿

木
の
下
の
替
の
緑
も
見
え
ぬ
ま
で
川
園
制
引
劇
削
剥
山
桜
か
な

(
春
下
・
一
二
二
了
源
師
頼
)

%
削
ポ
刻
刻
剖
利
引
制
羽
川
川
凶
U
U

が
d
T

甘
露
寺
中
納
言

春
風
の
霞
吹
き
と
く
絶
え
間
よ
り
剖
判
明
刷
。
青
柳
の
糸

(
春
上
・
七
一
一
了
殿
富
門
院
大
輔
)

明
日
永
日
に
醐
刻
判
叶
州
制
此
あ
そ
び
御
製

花
の
も
と
露
の
情
け
は
ほ
ど
も
あ
ら
じ
醐
削
剥
倒
州
制
春
の
山
風

(
釈
教
・
一
九
六
四
・
寂
然
)

官
く
る
れ
ば
人
の
州
ベ
引
制
矧
判
引
帥
大
納
言

移
ろ
は
で
し
ば
し
信
太
の
森
を
見
よ
州
ベ
引
制
矧
引
制
葛
の
裏
風

(
雑
下
・
一
八
二

0
・
赤
染
衛
門
)

神
あ
さ
ぢ
ふ
に
割
樹
刻
刻
叶
む
し
の
声
右
大
弁
宰
相

秋
の
色
は
障
に
疎
く
な
り
行
け
ど
割
樹
刻
刻
刻
闘
の
月
影

(
秋
上
・
四
三
二
・
式
子
内
親
王
)
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加
か
く
も
さ
び
し
き
別
刷
川
州
制
剖
冷
泉
前
中
納
言

お
ぼ
つ
か
な
制
刷
川
州
制
到
ゆ
ゑ
の
あ
れ
ば
す
ず
ろ
に
物
の
か
な

し

か

る

ら

む

(

秋

上

・

一

一

一

六

七

・

西

行

)

引
し
ら
ず
た
立
袖
に
玉
ち
る
露
涙
甘
露
寺
中
納
言

幾
夜
我
波
に
し
ほ
れ
て
貴
船
川
倒
叫
耳
制
引
物
思
ふ
ら
む

(
恋
一
了
一
一
四
一
・
藤
原
良
経
)

盟
副
判
寸
叶
剖
剖
剖
こ
の
雨
の
中
御
製

秋
萩
の
咲
き
散
る
野
辺
の
タ
露
に
淵
判
4
4刻
刻
剖
夜
は
更
け
ぬ



と
も

(
秋
上
・
=
一
三
三
・
柿
本
人
麻
目
)

お
う
ら
み
ぱ
ゃ
う
と
き
も
人
は
お
り
な
る
に
民
部
卿

と
め
こ
か
し
梅
盛
り
な
る
我
が
宿
を
瑚
剖
削
刈
刷
出
引
に
こ
そ
よ
れ

(
春
上
・
五
一
・
西
行
)

制
空
も
た
よ
り
の
た
そ
か
れ
の
ほ
E

範
久

年
を
経
て
恩
ふ
心
の
し
る
し
に
ぞ
劃
も
た
利
引
制
風
は
吹
き
け
る

(
恋
一
・
九
九
八
・
藤
原
高
光
)

釘
法
の
道
刈
創
叫
州
制
叫
こ
と
問
て
鷲
尾
中
納
言

山
里
の
春
の
夕
暮
来
て
見
れ
ば
刈
創
釧
倒
叫
花
ぞ
散
り
け
る

(
春
下
・
二
六
・
能
因
)

師
す
む
か
げ
ふ
か
き
叫
倒
州
削
刷

U

甘
露
寺
中
納
言

白
雲
の
た
な
引
き
渡
る
あ
し
び
き
の
叫
倒
樹
今
日
や
越
え
な
む

(
罵
旅
・
九

O
六
・
紀
貫
之
)

旅
人
の
袖
吹
き
返
す
秋
風
に
夕
日
窓
し
き
叫
倒
樹

(
属
旅
・
九
五
一
一
了
藤
原
定
家
)

幻
柴
の
庵
U
同

U
副
司
U
U引
む
す
び
け
れ
民
部
卿

道
の
辺
に
清
水
流
る
る
柳
陰
U
同

U
副
司
U
U引
立
ち
止
ま
り
つ
れ

(
夏
・
二
六
二
・
西
行
)

舘
刷
る
も
削
州
制
倒
割
削
叫
た
立
ぢ
や
冷
泉
前
中
納
言

逢
ふ
と
見
て
こ
と
ぞ
と
も
な
く
明
け
ぬ
な
り
削
州
制
倒
割
削
忘
れ

形

見

や

(

恋

五

・

三

三

八

七

・

藤

原

家

隆

)

的
風
か
よ
ふ
あ
た
り
の
州
側
う
ち
そ
よ
ぎ
右
大
弁
宰
相

岩
井
汲
む
制
剖
引
制
川
倒
玉
越
え
て
か
つ
が
つ
結
ぶ
秋
の
タ
露

(
夏
・
二
八
0
・
藤
原
兼
実
)

卯
ひ
ろ
ふ
あ
ら
れ
は
朝
同
制
剖
割
引
明
親
王
御
方

須
磨
町
海
人
の
袖
に
吹
き
越
す
潮
風
の
な
る
と
は
す
れ
E
割
叫
制

剖

剖

引

利

(

恋

三

・

二

一

七

・

藤

原

定

家

)
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引
う
す
雪
や
又
雲
わ
け
て
晴
ぬ
ら
ん
御
製

我
頼
む
人
い
た
づ
ら
に
な
し
は
て
ば
刻
劃
剣
州
司
上
る
ば
か
り
ぞ

(
神
祇
・
一
八
六
一
・
賀
茂
明
神
)

M
H

州
引
刈
U
例
制
令
お
の
下
道
帥
大
納
言

秋
さ
れ
ば
矧
刈
幽
馴
到
立
田
山
立
ち
て
も
居
て
も
物
を
し
ぞ
恩
ふ

(
雑
中
・
一
六
八
八
・
柿
本
人
麻
呂
)



m
目
谷
せ
ば
み
刻
料
。
削
劇
叫
か
く
ろ
ひ
て
鷲
尾
中
納
言

立
田
山
梢
ま
ば
ら
に
な
る
ま
ま
に
割
引
制
劇
叫
そ
よ
ぐ
な
る
か
な

(
秋
下
・
四
五
一
・
俊
恵
)

同
州
引
刻
凶
利
4
u引
か
り
も
き
に
け
り
民
部
卿

暮
れ
て
行
く
春
の
湊
は
知
ら
ね
ど
も
倒
叫
剖
叫
判
明
宇
治
の
柴
舟

(
春
下
・
二
ハ
九
・
寂
蓮
)

開
く
も
る
よ
も
剰
に
あ
ま
る
止
の
制
閉
右
大
弁
宰
相

や
は
ら
ぐ
る
淵
叫
剰
引
散
な
れ
や
五
十
鈴
河
原
の
秋
の
夜
の
見

(
神
祇
・
一
八
八

0
・
慈
円
)

弼
劇
剖
剖
料
引
M
M
凶
却
ぞ
な
り
行
御
製

今
日
だ
に
も
劇
剖
掴
引
剖
移
る
抱
消
え
ず
は
あ
り
と
も
雪
か
と
も

見

よ

(

春

下

・

二

ニ

五

・

後

鳥

羽

院

)

明
春
に
い
ま
創
刻
剖
刈
叫
あ
ら
じ
か
し
親
王
御
方

明
石
潟
創
刻
剖
刈
倒
袖
を
見
よ
す
ず
ろ
に
月
も
宿
る
物
か
は

(
雑
上
・
一
五
五
人
・
藤
原
秀
能
)

兜
小
田
の
か
附
引
制
占
円
の
蹴
出
村
川
町
冷
泉
前
中
納
言

折
に
あ
へ
ば
こ
れ
も
さ
す
が
に
お
凶
糾
な
り
川
剛
剣
劇
叫
夕
暮
の

声

(

雑

上

・

一

四

七

七

・

藤

原

忠

良

)

開
暮
〉
日
の
刻
岡
引
叫
刻
馴
剖
山
か
げ
に
甘
露
寺

浅
緑
花
も
一
つ
に
霞
み
つ
つ
利
岡
引
叫
則
馴
到
春
の
夜
の
月

(
春
上
・
五
六
・
菅
原
孝
標
女
)

川
相
倒
創
同
到
剖
ち
ぎ
る
く
れ
竹
帥
大
納
言

今
は
と
て
妻
木
こ
る
べ
き
宿
の
松
判
倒
剖
同
剥
剖
猶
祈
る
か
な

(
雑
中
・
二
ハ
二
一
七
・
藤
原
俊
成
)
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〔
付
記
〕
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